Aリーグ実行委員会の10年の歩み

平成17年9月：Aリーグ実行委員会発足
　　　　　ローンボウルズ愛好者を増やし、明石公園ローンボウルズ場の利用率を高める
　　　　　ことを目的として、誰でもが自由に参加できるAリーグ大会の開催を開始した。
　　　　　毎月2回（日曜日）に開催し、個人別ポイント獲得方式とした。このスタイル
　　　　　は10年間ずっと維持されている。第1回大会は9月4日に開催。
平成17年12月18日：第1回表彰式（平成17年後半期分）実施。
　　　　　栄えある初代優勝者は藤原英良氏（兵庫車椅子クラブ所属）。
平成18年1月15日：平成18年前半期リーグ開始。
　　　　　以降、1月～6月を前半期リーグ、7月～12月を後半期リーグとして半年ごとに
　　　　　優勝者を表彰することにした。
　　　　　このときから、明石市、明石教育委員会および神戸新聞社の後援をいただくこ
とも決まった。
平成18年4月9日：明石教育長杯大会の第1回を開催。　　　
　　　　　Aリーグ大会は初心者もベテランも混然一体となってローンボウルズを楽しむことを趣旨としているが、主としてベテラン層を対象としたより高レベルの競技大会を前半期および後半期のそれぞれの期間中に1回ずつ開催することし、　　　
　　　　　明石教育長杯（持ち回りトロフィー）を争う大会とした。
これは、平成26年度からは明石市長杯大会に切り替わった。
平成19年6月2日：「体験教室」の定期開催を開始。
　　　　　全くの初心者を対象として、Aリーグ大会に参加できるようにするための「体験教室」を毎月第1土曜日に開催することを開始。
これには、兵庫県園芸・公園協会の後援をいただくことになった。
平成19年11月30日：NHK夕方6時半の「ニュースKOBE発」で「体験教室」を放送。
　　　　　NHKテレビ岡 愛子キャスターが明石公園に来場して取材。約6分間の放送となった。
平成20年4月1日：ＡＬＢＣクラブが発足し、Bowls Japanに加盟。
　　　　　Aリーグ大会に参加している愛好者仲間がＡＬＢＣクラブを設立し、Bowls Japan(日本ローンボウルズ委員会)に加盟した。初代会長は入江和俊氏。
平成20年7月22日：任意団体日本ローンボウルズ委員会からNPO法人ローンボウルズ日本に改組（さらに平成26年10月7日からは認定NPO法人ローンボウルズ日本に昇格）。
平成21年11月：明石公園ローンボウルズ場人工芝の改修依頼の署名募集活動開始。
　　　　　人工芝の摩滅劣化がひどくなり正常な競技が困難になってきたことにより、人工芝張替え改修依頼の署名を集める活動を開始した。
平成22年2月：4,000名の署名簿を付けて県知事に改修依頼文書を提出。
平成22年10月4日：Aリーグ実行委員会設立発起人の1人であった金津英二郎氏が逝去。
平成23年4月：兵庫県第2次行革プランの一環として明石公園ローンボウルズ場のグリーンキーパー制度が廃止され、NPO法人ローンボウルズ日本が管理棟の自主管理業務を代わって引き受けることを開始。
平成24年2月～3月：明石公園ローンボウルズ場人工芝改修工事。
平成24年4月14日、15日：　同上　リニューワル・オープン記念大会を開催。
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